
 

AI・IoT 時代のデータ保護と利活用 

 
２０１９年 ３月 １９日（火）１３：００～１７：００ 

１．はじめに 

（１）IoT、データ、AI の相関性 

（２）世の中で起きていること 

２．データ取得と個人情報保護・プライバシー 

（１）個人情報保護法のおさらい 

（２）GDPR 等の諸外国法制から見る、今後の個人情報保護法制の行方 

（３）個人情報保護とプライバシー 

３．データ・AI の利活用に際しての法的問題 

（１）データ・AI の法的保護（知的財産権法による保護、不正競争防止法による 

保護、契約による保護） 

（２）データ集積と競争法 

（３）AI 利用に伴うプロファイリングの諸問題 

（４）AI と競争法 

（５）AI の法的責任～自動運転を念頭に～ 

４．具体的トピック 

・位置情報の利活用と諸問題 

・カメラ画像の利活用と諸問題 

・医療情報の利活用～次世代医療基盤法～ 

・農業とビッグデータ 

・パーソナルデータストア（PDS）、情報銀行とは 

・ブロックチェーンと個人情報保護 

・HR テックと労務 

５．終わりに 

（１）企業戦略としてのデータ、AI の保護と利活用 

（２）法務部の役割 

※当日は、最新動向や最新情報を盛り込むため、内容を変更する可能性がございます 

 
■申込・参加要領  ： 当会ホームページからお申込みください。ＦＡＸ、または下記担当者宛 E-mail からもお申込み頂けます。 

後日（開催日１週間～１０日前までに）受講票・請求書をお送り致します。 
※よくあるご質問（ＦＡＱ）は当会 HP にてご確認いただけます。（[TOP]→[公開セミナー]→[よくあるご質問]） 
※お申し込み後のキャンセルはお受け致しかねますので、ご都合が悪くなった場合、代理出席をお願いします。 

■お申込・お問合わせ先： 企業研究会 公開セミナー事業グループ 担当／民秋・川守田 E-mail:tamiaki@bri.or.jp 
 TEL：03-5215-3514 FAX：03-5215-0951  〒102‐0083 東京都千代田区麹町 5-7-2 MFPR 麹町 2Ｆ 
 

企業研究会セミナールーム（東京：麹町） 

 
AI や IoT といった言葉が世の中を賑わせ始めて相当の時間が経とうとしていますが、AI・IoT を用いたビジネスに関して、法

務の観点からどのように貢献できるかは、非常に難しい問題です。本セミナーでは、主にデータの観点から、そもそもどのよ
うな法的問題があり、それに関する最新の議論状況はどのようになっているのかをできるだけ横断的に取り上げることで、
データビジネスに法務の観点から関与するための入口を提供したいと考えております。 

PwC 弁護士法人 

弁護士 小林裕輔 氏 
東京大学法学部卒業後、三井物産株式会社勤務を経て、早稲田大学法

科大学院修了。2008 年弁護士登録。13年英国 Queen Mary, University 

of London LLM 修了。英国系法律事務所を経て、2018 年 6 月 PwC 弁護

士法人に参画。国内外の M&A、個人情報保護法、独占禁止法、労働法、

商取引契約など企業法務を広く取り扱う。 

PwC 弁護士法人 

弁護士 渡邊満久 氏 
 

2008 年京都大学法学部卒業、2011 年京都大学法科大学院卒業、同年

司法試験合格後、2012 年弁護士登録。B to B、B to C の訴訟・紛争

解決、中小・ベンチャーの M&A を主な業務分野としつつ、会社法、労

働法、消費者法、旅行関係法、独占禁止法等を中心とした企業法務全

般に対応。近時は、AI・ビッグデータ、個人情報保護、情報法制と競

争法といった情報法分野への関与を強めている。 

 

開催にあたって 

 182184-0303  

３４，５６０円（本体価格 ３２，０００円） 

税込・資料代含 

３７，８００円（本体価格 ３５，０００円） 

AI・IOT 時代のデータ保護と利活用 

～具体的なトピックを交え、 

データビジネスに法務の観点から関与するための入口を提供～ 

 


